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議案質疑

◆�

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

Ｑ　

今
回
の
改
正
に
よ
り
具
体

的
に
何
が
変
わ
る
の
か
。　

Ａ　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
導
入
後
は
、こ
れ
ま
で

生
活
保
護
受
給
者
が
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
際
に
、福
祉

事
務
所
が
あ
ら
か
じ
め
紙
で
発

行
し
た
医
療
券
や
調
剤
券
に
よ

り
受
診
者
の
資
格
確
認
を
行
っ

て
い
た
も
の
が
、マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
医
療
機
関
な
ど
に

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、15
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員

で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
確
認
が

行
わ
れ
る
た
め
、受
診
者
本
人

が
福
祉
事
務
所
に
来
所
す
る
必

要
が
な
く
な
る
。ま
た
、番
号
法

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
外
国

人
の
生
活
保
護
受
給
者
が
、オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
利
用
で

き
る
こ
と
と
な
る
。

◆�

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例

Ｑ　

条
例
制
定
の
経
緯
は
。

Ａ　

国
、民
間
、地
方
で
個
人
情

報
の
取
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、全
国
的
な
共
通
ル

ー
ル
を
示
し
、社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
個
人
情

報
保
護
と
デ
ー
タ
流
通
の
両
立

を
目
的
に
現
行
の
条
例
を
廃
止

し
て
、新
し
く
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
至
っ
た
。

Ｑ　

情
報
を
加
工
し
、提
供
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

Ａ　

行
政
機
関
、独
立
行
政
法

人
等
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
に
加
工
し
、

か
つ
当
該
個
人
情
報
を
復
元
で

き
な
い
よ
う
に
し
た
行
政
機
関

等
匿
名
加
工
情
報
の
提
供
が
可

能
と
な
っ
た
が
、都
道
府
県
及

び
政
令
市
以
外
は
任
意
事
項
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、近
隣
市
の

動
向
を
踏
ま
え
、当
分
の
間
、提

供
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

12月定例会
11月24日～12月12日

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

Ｑ　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入

し
、無
償
配
布
す
る
対
象
者
と

人
数
は
。

Ａ　

配
布
対
象
者
は
市
内
在
住

の
中
学
３
年
生
と
同
居
の
家
族

で
、対
象
人
数
は
、令
和
４
年
10

月
５
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

か
ら
抽
出
し
た
4
8
2
3
人
を

見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

入
間
川
東
小
学
校
の
児
童

数
と
学
級
数
の
増
加
に
対
す
る

対
応
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
中
に
多
目
的

ホ
ー
ル
を
改
修
し
、普
通
教
室

に
転
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
、さ
ら
に
普
通
教
室
が

不
足
す
る
場
合
に
は
、可
能
な

範
囲
で
会
議
室
や
特
別
教
室
な

ど
を
普
通
教
室
に
転
用
し
て
い

き
た
い
。

◆�

市
立
入
間
野
小
第
三
学
童
保
育

室
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

Ｑ　

公
募
に
よ
ら
ず
、市
が
指

定
す
る
特
定
の
事
業
者
を
選
定

し
た
理
由
は
。

安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
に

安
全
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
に

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
無
料
配
布
す
る
補
正
予
算
を
可
決

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
無
料
配
布
す
る
補
正
予
算
を
可
決

主
な
議
案
審
議

Ａ　

隣
接
す
る
入
間
野
小
第
一

学
童
保
育
室
と
入
間
野
小
第
二

学
童
保
育
室
を
一
体
的
に
運
用

す
る
こ
と
で
、よ
り
合
理
的
な

運
営
が
図
ら
れ
る
。ま
た
、イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
同
時
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
経
費
の
削
減
が
期
待

で
き
る
こ
と
や
、緊
急
時
の
支

援
員
の
確
保
が
容
易
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

判
断
し
た
。

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

　
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

Ｑ　

議
案
が
提
出
さ
れ
た
経
緯

と
根
拠
は
。

Ａ　

議
員
の
期
末
手
当
は
、そ

の
年
の
社
会
情
勢
や
近
隣
市
町

村
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
つ

つ
、そ
の
状
況
に
よ
り
支
給
割

合
を
決
め
て
い
る
。

　

近
隣
市
の
多
く
が
、一
般
職

の
給
与
改
定
に
合
わ
せ
0
・
1

月
分
の
引
上
げ
を
行
う
予
定
で

あ
る
こ
と
も
鑑
み
、今
回
の
改

定
で
は
一
般
職
の
引
上
げ
幅
に

合
わ
せ
0
・
1
月
分
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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議案質疑・議会広報アンケート

議会広議会広報報アアンンケケーートト集集計計結結果果議会広議会広報報アアンンケケーートト集集計計結結果果

採決の結果

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

公明党 はつらつ創造 改進 日本共産党 自由民主党 新政みらい 市民派無所属

広
山
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
西
塚
金
子
大
島
中
村
笹
本
福
田
三
浦
太
田
衣
川
大
沢
猪
股
千
葉
新
良
田
村
土
方
内
藤
田
中
高
橋

73 個人情報の保護に関する法律施行条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討

78 市立入間野小第三学童保育室の指定
管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

討 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×
討

82 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
討

84
議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条
例

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆賛否が分かれた議案　　　○…賛成、×…反対、討…討論者、議長は採決には参加しません

市長提出議案／人事監査委員の選任（齋藤誠氏）　条例の一部改正行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例、事務手
数料条例、国民健康保険税条例、建築基準法等関係事務手数料条例、職員の定年等に関する条例等、特別職
職員の給与及び旅費に関する条例、一般職の職員の給与に関する条例　指定管理者の指定ふれあい健康セ
ンター、智光山公園

◆全員が賛成した議案

　広報委員会では、議会広報の現状把握と今後の改善を目的として、令和４年９月に無作為に抽出した市
民1,000人を対象とした議会広報アンケートを実施したところ、354名の方から回答をいただきました。
お忙しい中、ご協力をいただきました市民の皆様、誠にありがとうございました。

Ｑ 議会だよりを読んでいますか

Ｑ どのような記事に関心がありますか

Ｑ Withゆぅ市議会を見たことがありますか

Ｑ 狭山市議会のインターネット録画配信を
見たことがありますか

※アンケート内容及び結果の詳細は、狭山市議会ホームページをご覧ください

見たことがある 2%

知っているが

見たことはない

27%

知らない

65%

無回答

6%

毎号読む

15%

ときどき読む

42%

読まない

39%

無回答

4%

見たことがある 5%

知っているが

見たことはない

24%

知らない

66%

無回答

5%

委員会活動
20%

本会議の議案質疑
19%

討論
18%

一般質問
17%

決議や意見書
10%

採決結果
9%

その他議会活動
3%

委員会や会派の構成
3%

請願等の提出方法
1%
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委員会活動報告

総 務 経 済 委 員 会 活 動 報 告

中間市で説明を受けるようす中間市で説明を受けるようす熊本市で説明を受けるようす熊本市で説明を受けるようす

デマンド運行型バス「かまバス」前にてデマンド運行型バス「かまバス」前にて嘉麻市で説明を受けるようす嘉麻市で説明を受けるようす

※
委
員
会
の
行
政
視
察
報
告
の
詳
し
い
内
容
は
狭
山
市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、令

和
４
年
11
月
８
日
か
ら
10
日
に

か
け
て
県
外
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

●
熊
本
県
熊
本
市

▼
熊
本
地
震
に
お
け
る
震
災
の

状
況
、避
難
所
の
対
応
、復
興
へ

の
取
り
組
み
、今
後
の
課
題

▼「
熊
本
地
震
の
経
験
と
教
訓

を
生
か
し
た
災
害
に
強
い
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
都
市

の
取
り
組
み

▼
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
の
取

り
組
み
と
、「
災
害
に
強
い
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指

し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
都
市
の
取

り
組
み
が
、相
乗
効
果
と
な
っ

て
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

●
福
岡
県
嘉か

ま麻
市

▼
デ
マ
ン
ド
バ
ス
事
業
の
概

要
、事
業
導
入
ま
で
の
経
緯
、市

民
の
活
用
状
況
と
課
題

▼
利
用
者
の
実
態
を
把
握
し
た

上
で
、地
域
の
状
況
に
応
じ
た

独
自
の
運
用
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、利
用
者
が
多
い
デ
マ
ン
ド

交
通
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

●
福
岡
県
中な

か

ま間
市

▼
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
条
例
制

定
の
経
緯
、制
定
後
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
状
況
、今
後
の
課
題

▼
詳
細
な
規
定
は
策
定
中
と
の

こ
と
で
し
た
が
、条
例
制
定
後

は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
見
ら
れ
な

く
な
り
、大
変
に
効
果
が
あ
っ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
宮
崎
県
延の

べ
お
か岡
市

▼
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て
の

人
口
流
出
抑
制
、定
住
促
進
、企

業
誘
致
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
口

流
出
抑
制
、定
住
促
進
の
具
体

的
な
施
策
と
実
績
、課
題

▼
延
岡
市
で
は
、移
住
定
住
に

大
変
効
果
の
あ
る
施
策
を
多
く

実
施
し
て
い
ま
す
が
、移
住
定

住
者
を
増
や
す
に
は
、特
別
な

施
策
よ
り
も
、仕
事
が
あ
り
、暮

ら
し
や
す
い
、と
い
っ
た
基
本

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
と
の
報
告
が
あ
り
、改
め
て

狭
山
市
の
施
策
を
確
認
す
る
必

要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

行
政
視
察

　

今
期
定
例
会
で
は
、一
般
会

計
補
正
予
算
、職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
、議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
、市
長
提
出
議
案
６
件
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

担
当
部
課
か
ら
、旧
中
央
公

民
館
等
跡
地
利
活
用
基
本
方
針

を
踏
ま
え
、優
先
交
渉
事
業
者

の
事
業
提
案
時
の
内
容
と
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
か
ら 「
旧
中
央
公
民

館
等
跡
地
の
利
活
用
に
関
し
て

は
、当
初
の
提
案
内
容
を
踏
ま

え
て
、優
先
交
渉
事
業
者
に
対

し
て
施
設
が
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
、

進
行
中
の
案
件
に
関
し
て
は
早

急
に
完
成
す
る
よ
う
指
導
及
び

支
援
を
さ
れ
た
い
。」 

と
の
要

望
を
し
ま
し
た
。

 

定
例
会
議
案
審
査

 

所
管
事
務
調
査
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委員会活動報告

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、令

和
４
年
10
月
５
日
、６
日
に
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

●
埼
玉
県
吉
川
市

『
学
校
施
設
と
他
の
機
能
と
の

　

複
合
化
に
つ
い
て
』

　

狭
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
お
い
て
、今
後
、学
校

施
設
の
中
に
公
民
館
等
を
移
転

す
る
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
地

区
が
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、小

学
校
の
他
、公
民
館
、高
齢
者

ふ
れ
あ
い
広
場
、子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、学
童
保
育
室
が
入
る
複

合
施
設
を
建
設
し
運
営
し
て
い

る
先
進
事
例
と
し
て
吉
川
市
立

美み
な
み南
小
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

吉
川
市
で
は
、施
設
を
複
合

化
す
る
こ
と
で
、子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
未
就

学
児
が
学
校
に
も
馴
染
み
と

な
り
、安
心
し
て
小
学
校
に
就

学
が
で
き
、未
就
学
児
と
母
親
、

高
齢
者
、地
域
住
民
の
世
代
間

交
流
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

●
埼
玉
県
戸
田
市

�『
教
育
改
革
の
取
組
に
つ
い
て
』

　

戸
田
市
で
は
、産
官
学
と
連

携
し
た
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、教
科
の
本
質
を
捉
え

た
授
業
改
善
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
マ
ス

ト
ア
イ
テ
ム
化
を
は
じ
め
、教

育
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
に

よ
る
新
た
な
学
び
を
推
進
し
て

い
ま
す
。国
レ
ベ
ル
の
大
き
な

視
野
で
、誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
教
育
、自
分
で
生
き
て
い

く
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
を
実

践
し
て
お
り
、あ
ら
ゆ
る
面
で
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
を
見
据
え
て
教
育

改
革
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

戸
田
市
教
育
委
員
会
の
熱
意
を

感
じ
た
視
察
で
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、来
年
度

か
ら
入
間
野
小
学
校
に
開
設
さ

れ
る
第
三
学
童
保
育
室
や
ふ
れ

あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
、一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
、市
長
提
出
議
案
５
件
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
３
月
に
当
委
員
会

で
調
査
を
行
っ
た
、住
居
確
保

給
付
金
、緊
急
小
口
資
金
、総
合

支
援
資
金
な
ど
の
支
援
の
状

況
、生
活
保
護
の
相
談
・
申
請
の

状
況
、ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
・

支
援
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
状
況
を
調
査
し
ま
し

た
。生
活
保
護
の
申
請
件
数
や

住
居
確
保
給
付
金
、緊
急
小
口

資
金
、総
合
支
援
資
金
の
利
用

件
数
に
お
い
て
は
、顕
著
な
悪

化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、予
断

は
許
さ
な
い
状
況
で
す
。母
子
・

父
子
自
立
支
援
相
談
員
に
よ
る

相
談
件
数
は
、相
談
員
を
１
名

か
ら
２
名
に
増
や
し
た
影
響
も

あ
り
、増
加
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。ま
た
、本
市
に
お
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
や
物
価

高
に
よ
り
、厳
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
方
が
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、今
後
も
注

視
し
、必
要
に
応
じ
て
適
宜
調

査
・
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文 教 厚 生 委 員 会 活 動 報 告

行
政
視
察

 

定
例
会
議
案
審
査

 

所
管
事
務
調
査

戸田市の教育改革の取組の視察のようす戸田市の教育改革の取組の視察のようす吉川市立美南小の視察のようす吉川市立美南小の視察のようす

戸田市の教育改革の取組の視察のようす戸田市の教育改革の取組の視察のようす吉川市立美南小の視察のようす吉川市立美南小の視察のようす

※
委
員
会
の
行
政
視
察
報
告
の
詳
し
い
内
容
は
狭
山
市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
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委員会活動報告

　

建
設
環
境
委
員
会
で
は
、令

和
４
年
10
月
５
日
、６
日
に
か
け

て
県
外
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

●
徳
島
県
勝
浦
郡
上か

み
か
つ
ち
ょ
う

勝
町

『
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
』

　

上
勝
町
で
は
、物
の
無
駄
づ

か
い
を
せ
ず
、生
産
段
階
か
ら

処
分
に
困
ら
な
い
製
品
を
作

り
、そ
れ
を
選
ん
で
使
う
こ
と

で
、埋
め
立
て
や
焼
却
ご
み
を

な
く
し
て
い
こ
う
と
い
う「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」の
理
念
の

下
、徹
底
的
な
分
別
で
使
え
る

も
の
を
有
効
に
再
利
用
、リ
サ

イ
ク
ル
す
る
方
向
に
舵
を
切

り
、ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
ご
み
の
回
収
を
行

っ
て
お
ら
ず
、町
民
自
ら
が
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
に

ご
み
を
持
ち
込
み
、45
種
類
に

分
別
し
て
い
ま
す
。ま
だ
使
え

る
不
要
品
の
頒
布
も
行
っ
て
お

り
、町
民
以
外
で
も
無
料
で
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建 設 環 境 委 員 会 活 動 報 告

定
例
会
議
案
審
査

●
徳
島
県
阿
南
市

『
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
』

　

高
性
能
の
発
電
設
備
に
よ

り
、施
設
内
で
使
用
す
る
電
力

量
を
全
て
賄
う
こ
と
の
で
き
る

先
進
的
な
ご
み
処
理
施
設
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の

二
重
化
な
ど
、高
水
準
の
排
ガ
ス

対
策
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、排
水

も
設
備
の
高
度
化
に
よ
り
施
設

内
で
全
量
再
利
用
で
き
る
た
め

下
水
道
放
流
を
行
わ
な
い
完
全

排
水
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、こ
れ
ら
の

視
察
を
ふ
ま
え
、引
き
続
き
調

査
・
研
究
し
、提
言
・
要
望
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、事
務
手

数
料
条
例
の
一
部
改
正
、智
光
山

公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、一

般
会
計
補
正
予
算
、市
道
の
廃
止

な
ど
、市
長
提
出
議
案
５
件
に
つ

い
て
当
委
員
会
で
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
家
庭
系
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」の
所
管

事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

担
当
部
課
か
ら
は
、ご
み
の

総
排
出
量
が
令
和
３
年
度
は
平

成
元
年
度
以
降
で
最
も
少
な
か

っ
た
こ
と
や
、リ
サ
イ
ク
ル
率
、

再
生
利
用
率
は
近
隣
市
と
比
較

し
高
い
水
準
で
は
あ
る
が
、近

年
は
ほ
と
ん
ど
変
動
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、ご
み
処
理
の
現

状
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、ご
み
分
別
排
出
の
徹

底
と
再
生
利
用
率
の
さ
ら
な
る

向
上
や
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

資
源
化
、食
品
ロ
ス
の
削
減
な

ど
、今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
施
策
の
進
捗
状
況

や
、今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
後
、「
ご

み
収
集
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、そ
の
他
の
方
策
に
よ
り
経

費
削
減
を
図
り
、最
終
的
な
手

段
と
し
て
ほ
し
い
。」な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
視
察

所
管
事
務
調
査

※
委
員
会
の
行
政
視
察
報
告
の
詳
し
い
内
容
は
狭
山
市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

エコパーク阿南の視察のようすエコパーク阿南の視察のようすゼロ・ウェイストセンターの視察のようすゼロ・ウェイストセンターの視察のようす

エコパーク阿南の視察のようすエコパーク阿南の視察のようすゼロ・ウェイストセンターの視察のようすゼロ・ウェイストセンターの視察のようす
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委員会活動報告

　

こ
れ
ら
検
討
課
題
の
調
査
・

検
討
を
ふ
ま
え
12
月
５
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、こ
れ
ま
で
の

活
動
の
経
緯
と
課
題
を
確
認
し

ま
し
た
。ま
た
、今
後
の
指
針
と

な
る
、『
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

方
針
』、『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、次
の

と
お
り
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

●
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
方
針

　

の
概
要

１
方
針
策
定
の
趣
旨

２
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
の
こ
れ
ま

　

で
の
取
組

３
現
状
と
課
題

４
基
本
姿
勢

⑴
市
議
会
の
デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
・
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン

⑵
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

と
議
会
棟
イ
ン
フ
ラ
整
備

⑶
議
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ

ー
の
向
上
と
Ｂ
Ｐ
Ｒ（
※１
）

⑷
市
民
等
へ
の
議
会
情
報

提
供

⑸
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
た

デ
ジ
タ
ル
化

５
推
進
強
化
期
間

６
市
長
部
局
と
の
連
携

デジタル化推進特別委員会活動報告

主
な
調
査
事
項

７
方
針
の
位
置
づ
け

　

ま
た
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

は
５
つ
の
基
本
姿
勢
の
具
体
的

な
項
目
を
示
し
た
も
の
で
す
。

議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
方
針
と

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
本
会
議

に
お
け
る
委
員
長
報
告
に
よ
り

可
決
さ
れ
、方
針
に
沿
っ
て
市

議
会
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、方
針
の

策
定
に
よ
り
、一
定
の
成
果
を

収
め
た
と
判
断
し
た
こ
と
か

ら
、令
和
４
年
12
月
定
例
会
を

も
っ
て
活
動
を
終
了
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。　

　

今
後
は
こ
の
方
針
を
基
に
、

時
代
に
即
し
た
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
が
進
む
こ
と
で
、議

員
力
の
向
上
は
も
と
よ
り
、市

民
に
寄
り
添
い
、よ
り
開
か
れ

た
市
議
会
と
な
る
事
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

 

お
わ
り
に

　

本
特
別
委
員
会
は
、設
置
か

ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
、議

会
棟
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
や
デ
ジ

タ
ル
端
末
の
所
有
状
況
の
確

認
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
試
行

や
勉
強
会
を
行
い
、そ
の
時
点

の
検
討
課
題
と
し
て
、次
の
事

項
を
掲
げ
、調
査
・
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

１
情
報
端
末
な
ど
を
本
会
議
や

　

諸
会
議
に
持
ち
込
む
こ
と
に

　

つ
い
て

２
本
会
議
場
や
委
員
会
室
な
ど

　

の
電
源
配
線
に
つ
い
て

３
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
の
推
進

　

に
つ
い
て

４
議
会
書
庫
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

　

つ
い
て

５
議
会
棟
内
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

　

の
整
備
に
つ
い
て

６
狭
山
市
議
会
オ
ン
ラ
イ
ン
会

　

議
シ
ス
テ
ム
運
用
規
程
等
の

　

検
討
に
つ
い
て

７
周
辺
機
器
の
準
備
な
ど
そ
の

　

他
の
事
項
に
つ
い
て

　デジタル化推進特別委員会は、令和３年第２回定例会において、より専門性を高め、議会の独自性
の観点に立って執行機関との連携体制を強固にしつつ、議会のデジタル化を推進することを目的と
して設置されました。今期定例会において委員会活動の終結に伴う最終報告を行い、今後の方針等が
決定しましたので、その概要をお知らせします。

▲グランドデザイン
◀オンライン会議接続状況の確認のようす

※１�

現
在
の
ル
ー
ル
や
業
務
内
容

を
抜
本
的
に
見
直
し
、プ
ロ

セ
ス
の
視
点
で
全
面
的
に
改

善
す
る
こ
と

※
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
方
針
の
詳
し
い
内
容
は
狭
山
市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
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　　 �一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡12月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
０
４
‐
２
９
６
８
‐
６
５
７
２

◆�狭山市駅加佐志線は令和８年度、入間川入曽線
は９年度に整備完了予定

　狭山中央通りのスクランブル交差点から、西武
新宿線方面に向かって整備が止まっている道路か
ら、狭山市駅加佐志線と交差する301メートルの
区間が、都市計画道路整備の優先順位１位となっ
たが、 大型商業施設に接する東京狭山線側から入
間川入曽線との接点までの狭山市駅加佐志線の整
備が完了した場合には、２路線の道路を繋げて部
分的に開通することは可能なのか。
都市建設部長 狭山市駅加佐志線の供用開始が遅
延した場合、入間川入曽線と接続された時点で、県
警本部と協議し部分的な供用開始を検討する。

◆�『犯罪被害者等支援に関する条例』の制定を契
機に、これまで以上の支援を願う

　犯罪被害者が早期に被害などから回復し、再
び日常生活を営むことができるよう、市や市民、
支援団体など、様々な主体が連携・協力し、市全
体で犯罪被害者を支えあう安全で安心な社会の
実現を目指すため、狭山市でも『犯罪被害者等支
援に関する条例』を、早期に制定すべきでは。
市民部長 犯罪被害者等支援に関する条例は、令
和５年度中の制定に向け、準備を進めている。

狭山市駅加佐志線と入間川入曽線の早期開通を全力で応援

整
備
が
中
断
し
て
い
る

�

入
間
川
入
曽
線

◆新型コロナ全数把握の見直しについて
①県の「陽性者登録率」の状況は。また、市で相談
窓口を設置する考えは。
②「陽性者登録」に使用できる検査キットの啓発
と市民へ事前配布する考えは。
健康推進部長 ①10月18日時点の登録率は94.2
％。市では、ワクチン追加接種に合わせて新型コ
ロナウイルス感染症対策室の体制を充足したこ
とから、これまで同様、感染症対策室を窓口とし
て市民からの相談に適切に対応していく。
②狭山商工会議所と連携し、会員事業者へ検査
キット事前購入の啓発と従業員への事前購入の
支援を行うほか、本市の薬剤師会と連携し、検査
キットの取扱薬局を市公式ホームページなどで
周知することとしている。また、高校受験を間近
に控える市内在住の中学３年生とその同居家族
に抗原検査キットを無償配布するための補正予
算案を今回の議会に提出している。

◆�高齢者の機能低下防止に向けて外出応援チケッ
トを

　コロナ禍で閉じこもりが多くなっている高齢
者の機能低下を防ぐために、仮称「おでかけ応援
チケット」を作って配布してはどうか。
健康推進部長 ご提案の施策は、フレイル予防が
必要な高齢者にとっ
て、興味や関心のある
ものに参加できる外
出時の動機づけのひ
とつとして考えられ
ることから、先進自治
体の実施方法など情
報収集していく。

大沢　えみ子（日本共産党）
高齢者に外出応援チケットを／新型コロナ対策

※フレイルとは…加齢により体や心のはたらき、社会的なつながりが弱くなった状態のこと

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

金子　広和（はつらつ創造）

おでかけしやすいまちづくりを
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三浦　和也（改進）

◆「若い世代を増やす」について
　若い世代の転入促進と転出抑制の実績は。
企画財政部長 「親元同居・近居支援補助制度」
は制度開始から291件の申請があり、894人が
転入した。「若い世代の住宅取得支援補助制度」
は制度開始から452件の申請があり、転入者が
601人、市内転居が799人である。

◆「まちと産業に活力を」について
　狭山工業団地拡張地区に誘致した企業の操業
開始に伴う、新たな雇用の創出及び税収確保の
状況は。
環境経済部長 当該拡張地区には３社が進出し
ており、３社の合計新規雇用者数が約1,420人
である。税収の増加額については、情報保護の

観点から答弁できないが、税収確保に大きく貢
献しているものと認識している。

◆「楽しめる健康高齢社会を」について
　堀兼地区で実証運行を開始した、デマンドバ
スの利用状況と今後の展望は。
市民部長 令和４年11月30日現在の実績は、登
録者585人の内、利用者は119人で、登録者の
20％の方が利用している。
市長 実証運行の結果を踏まえ、地域の皆さん
とともに地域を支える移動手段としてのニーズ
を見極めていく必要があると考えている。

令和４年３月議会で発信された施政方針の進捗と今後の展望

するよう担当部局に指示している。
②現段階で方針は決まっていないが、事業者側
からの提案を承認した場合、今まで市が行って
きた説明を修正することとなる。入曽地区住民
に実施したアンケート調査結果も反映された魅
力ある施設として提案されたブックカフェ、キ
ッズパークなどの機能が保証されること、また、
ケヤキの老化や風雨による枝の落下などに対
する人的・物的被害のリスクの回避や周辺住民
からの落ち葉の処理に
対する苦情などについ
て、事業者側が全ての
責任を負うということ
であれば再考する余地
はある。この場合、改め
て入間小学校跡地利活
用事業者選定委員会に
諮り、方向性について
検討していく。

◆入間小学校跡地のケヤキの取扱いについて
①ケヤキの伐採時期は。
②市はこれまでケヤキを伐採する方針で進めて
きたが、方針が変わることになるのか。
市長 ①進出事業者から今回の包括連携協定締
結を機に、市側に提案した施設機能を維持しつ
つ、ケヤキと共存した形での店舗建設に取り組
みたい旨の意向が示された。しかし、樹木医によ
ればケヤキの生育に課題があり、落下する枝の
危険性を回避する対策や将来危険度が増した場
合に伐採が可能なのか、また、憩いの場として提
案のあったブックカフェやキッズパークといっ
た機能がどこまで確保されるのか、さらには、地
区内権利者には賛同が得られるかなど解決すべ
き課題が多いことから、その内容について精査

ケヤキの取扱いは、地域住民の暮らしを守り賢明な判断を

内藤　光雄（新政みらい）

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

地
域
を
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隣
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不
利
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と
な
ら
な
い
様
に
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録画配信の
２次元コード

◆マイナンバーカードの保険証登録
　保険証利用の登録後は取り消しができないこ
とを説明しているか。
健康推進部長 登録後の取り消しについては、特
に説明していない。

◆安倍元首相の国葬
　半旗掲揚の法律はあるか。また、市の認識は。
企画財政部長 半旗掲揚について定めた法律は
ないが、国際的にも弔意を表す方法として様々
な国や地域で広く実施されているものと認識し
ている。

◆国民健康保険税
　子育て世帯の国民健康保険税均等割軽減措置
を拡充する考えは。
健康推進部長 国が少子化対策として優先的に
取り組むべき課題と捉え、令和４年４月から国や
県の財政支援の下、子育て世帯の負担軽減が図ら
れており、引き続き国民健康保険の保険者の立場
から、全国市長会などを通じて、対象者や軽減幅
のさらなる拡充について国に要望していく。

マイナンバーカードに保険証を登録すると、取り消せない！

録画配信の
２次元コード

千葉　良秋（自由民主党）
自助・共助・公助、言い尽くされた中に安心・安全がある

◆�自助の重要性、共助による地域の安心、公助に
よる災害復旧

①自ら災害に備える「自助」の重要性は大変大き
い。狭山市防災基本条例制定後における啓発活
動への取り組みは。
②狭山市は自治会と防災協定を結び、避難行動
要支援者の避難支援体制づくりを推進している
が、自治会や共助を行う地域への支援は。
③大きな災害が発生した際の迅速・的確な対応
のための取り組み、県などの他団体との連携は。
危機管理監 ①狭山市防災基本条例制定後、市 
公式ホームページや広報さやまに掲載すること
はもとより、各地区の自治会連合会定例会や出
前講座、各種防災訓練など、様々な機会を捉えて
啓発を行っている。

②地域支援者である自治会、民生委員・児童委
員、消防団、狭山警察署及び狭山消防署に、毎年
最新の避難行動要支援者名簿を提供するととも
に、本協定の概要や支援者の平時の取り組み、災
害時の名簿の活用方法を説明するなどの支援を
行っている。
③災害発生時には、市内の被害情報や避難情報
などを県が運営する災害オペレーション支援シ
ステムにより情報共有が可能となっており、県
内の全市町村、全消防本部・消防局、警察本部・警
察署、国、ライフライン事業者などの防災関係機
関が利用することで連携が可能である。

▶ 国と国との戦いはワールドカップなどスポーツで！
その他のテーマ

猪股　嘉直（日本共産党）

助け合いで迅速に避難

個人番号カードで保険証どうなる
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録画配信の
２次元コード

◆自治会からの寄付は正しいのか
　自治会から消防後援会への寄付は正しいか。
危機管理監 消防団は自治会などが行う催し物
にも従事している。消防団を応援する機運の高
まりで消防後援会が設立され、地元から慰労の
意味で寄付が行われているものと認識している。

◆寄付が正しいと判断した根拠は
　消防団は今年度、消防後援会から933万円以
上も受領しているが、消防団活動での使途は。ま
た、寄付が正しいと判断した根拠は。
危機管理監 後援会費の使途は、分団から後援会
費の決算報告書の提出を依頼し確認した。後援
会費の受領が明確に違法であると示されておら
ず、消防後援会の意思を尊重し受領していた。

◆寄付金を受け取ることについての市長の見解は
　消防団条例では職務に対し金品の寄贈、接待
を受けたり請求してはならないと定めており、
消防団又は団員の名義で寄付金を募る行為を禁
止しているが、消防後援会から寄付金を受け取
ることは正当か。
市長 消防後援会の寄付が、消防団員の結束力 
の強化や地元の情報交換の場の創出、献身的な
活動に対する慰労などを目的としていると思わ
れ、消防団の存在意義や役割を評価する中で、今
後の対応は、消防団と消防後援会のご意見も伺
いながら、判断すべきと考える。

　消防団の金品受領は条例で禁止　消防後援会費も該当
田中　寿夫（市民派無所属）

録画配信の
２次元コード

◆現代社会に合わない校則は改定を
　市教育委員会が現代の風潮をとらえてモデル
となる校則を示しては。
学校教育部長 現在、学校のきまりをホームペー
ジ上で公開し、広く意見をいただく体制が整え
られている。今後、校則の内容や見直し状況を調
査し、国や県の動き、社会状況などを踏まえて、
必要に応じて校則を見直すよう促していく。

◆校則に対する意見はどこに届ければよいのか
　地域の皆様、児童生徒から意見を聞く「窓口」
はどこか。
学校教育部長 校則は学校長の権限で定められ
ていることから、その役割を主に担っているの
は校長、教頭と生徒指導主任である。

◆�子どもたちの声をきちんと受け止められる環
境整備を！

　現状の校則は適切で何も問題なく良好な状態
なのか。
教育長 現在の校則は、学校や地域の状況、時代
の変化などに応じて適切に定められている。ま
ずは中学校の生徒会で検討を促すなどして、生
徒の意見などを取りまとめ、その後、校則の見直
しが必要であれば、保護者、ＰＴＡ運営委員会と
学校運営協議会など
の意見を踏まえて、
見直しを進めていく
よう校長会議などを
通じて指示してい
く。

校則は適切な状態か、地域の声はどこで聞いてもらえるのか
笹本　英輔（改進）

その他のテーマ ▼ 長期休み中の習熟度別学習は 

▼  図書館の貸出・返却郵送サービスの提案など 

生徒指導提要は12年振りに改訂
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録画配信の
２次元コード

　下水道管の耐用年数を大幅に超過した場合の
危機管理対応は。
上下水道部長 一般的に、下水道管の標準耐用年
数にかかわらず、公道上における下水道管に起
因する道路陥没などの事故が発生した場合に
は、道路占用者もしくは道路管理者が対応する
ものである。

　旧軍排水路老朽化問題も危機管理に当てはま
るか。
危機管理監 旧軍排水路に起因する道路陥没な
どの事故が発生した場合には、管理者である国
が対応するものであるが、その事故により市民
の生命、身体及び財産に影響を与えるおそれが
ある緊急時や応急対応が必要な場合には、本市

で対応すべきものであると考えている。

　市の危機管理上の認識は。
危機管理監 危機が発生した場合は、その影響を
最小限にするとともに、いち早く危機状態から
の脱出、回復を図ることが市に求められること
から、事故が発生し、市民の生命、身体及び財産
に影響を与えるおそれがある緊急時や応急対応
が必要な場合については、本市で対応するべき
ものと考えている。

旧軍排水路老朽化問題、現状と危機管理上の問題は
福田　正（改進）

老朽化した埋設物が原因の事故例

録画配信の
２次元コード

　ケヤキの樹木医の診断で、広い空間の確保や
土壌改良、整備後の管理上の対策などを講じれ
ば、ケヤキは生きられることが分かった。ケヤキ
を残すよう事業者と協議してもらえないか。
　　 進出企業との包括連携協定締結を機に、ケ
ヤキと共存した形で店舗建設に取り組みたい旨
の意向が示された。地域住民の要望をかなえる
魅力ある施設の実現、落下する枝の危険性を回
避する対策が事業者の責任において確保される
ことなどを条件に新たな提案を受けたものであ
り、現在、担当部局に精査するよう指示している。

①ヤングケアラーの実態調査結果は10月に公
表予定であったが現在の状況は。

市長

②厚生労働省が推進する、ヤングケアラーコー
ディネーターの配置、ピアサポート等相談支援
体制についての考えは。
こども支援部長 ①新型コロナウイルス感染症
の影響により集計作業が遅れているが、年内の
調査結果の公表を目指し事務を進めている。
②本市ではトータルサポート室や家庭児童相談
室が適切な支援につなぐための相談支援業務を
実施しており、十分に機能を果たしている。ま
た、元ヤングケアラーや支援団体による悩み相
談は、有効
的な支援で
あり、既に
埼玉県が実
施している
ヤングケア
ラーチャン
ネルを活用
していく。

衣川　千代子（日本共産党）
ケヤキの診断結果／ヤングケアラー実態調査の集計状況

その他のテーマ▶入曽駅周辺整備事業について 出典：入間市ホームページ
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録画配信の
２次元コード

◆終活支援の構築を
　情報開示を了解することを条件に、終活に関
連する情報を生前に市に登録し、万一のとき、病
院、消防、警察、福祉事務所や本人が指定した方
に開示して、本人の意思の実現を支援する、こう
した終活登録を特に一人暮らしで身寄りのない
方がお亡くなりになった後の対応に活用してい
ただきたいと考えるが、見解は。
福祉部長 情報の保護や活用の方法について、先
進的な自治体の実施方法などを調査、研究して
いく。

◆福祉人材の確保・育成や定着を
　地域を支える福祉人材の確保・育成や定着の
ための取り組みは全国的な課題であるが、しっ

かりと戦略を持って取り組む必要がある。人で
しか分からない感情や感覚、思いがあるからこ
そ、「人材」は「人財」であると思うが、市長の考えは。
市長 人と人との直接的な関わりが必要となる
福祉という分野は、人の尊厳や感情が伴う繊細
な業務であり、人材なくしては成り立たない仕
事であることから、人材の確保・育成や定着を図
ることは最重要課題であると考えている。引き
続き、各福祉分野の計画における位置づけ、国や
県の動向、制度や社会資源の進展を注視しつつ、
業務のデジタル化や合理化の進展を活用するな
ど時代の変化にも対応し、長期的な視点から福
祉人材の確保に努めていきたいと考えている。

地域を支える福祉人材の確保・育成・定着に戦略をもって！

録画配信の
２次元コード

◆障害者福祉の充実
①日常生活用具給付事業利用者全体の約86％
が、ストマ用装具の利用者であるが、装具につ
いてどのような要望があるのか。
②当市においては、直腸機能障害に限定し、ス
トマ用装具の助成をしているが、小腸機能障害
も対象にしている自治体はあるか。
③ストマ用装具の給付要件を緩和することはで
きないか。
福祉部長 ①便や尿以外の排せつ物を処理する
ためのストマ用装具も、給付の対象としてもら
いたい旨の要望がある。
②小腸機能障害を起因としたストマ用装具の給
付を要綱に規定している市町村は、県内63市町
村中26市町村、要綱に規定してないが、給付対

象としている市町村が28市町、合計で54市町村
である。
③他市の要綱や対応について、さらに調査を進
めるとともに、要望や相談内容などを精査し、ス
トマ用装具の給付の柔軟な対応が可能となるよ
う、要綱の見直しを検討していく。

衣川　千代子（日本共産党）

　障害者日常生活用具給付事業において要件の拡大を
綿貫　伸子（公明党）

消化器系ストマ用装具

加賀谷　勉（公明党） 
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　　 �一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡12月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡
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録画配信の
２次元コード

◆行政情報システムの最適化の進捗は
　他自治体と共同利用・運用する「自治体クラウ
ド」を導入することにより、費用の節約やセキュ
リティの向上、業務継続性の確保などのメリッ
トが見込まれるがその状況は。
 　　　　　   本市を含め県内の多くの自治体
で「電子申請共同システム」や「電子入札共同シ
ステム」を運用している。また、本市は、飯能市、
入間市と共同で「公共施設予約システム」を運用
している。
　さらに、令和７年度を目途としている、住民記
録や地方税、福祉などの業務を処理するシステ
ムの標準化・共用化においては、全国規模のガバ
メントクラウドの導入に向け、近隣市や関連機
関と情報共有しながら準備を進めている。

企画財政部長

◆地域情報化の推進により期待するものは
　オープンデータの拡充や民間データの活用に
より、どのような成果が期待できるか。
　　　　　　 市民や事業者が新事業や新サー
ビスを創出する機会となり、地域の活性化や課
題解決につながると期待されている。また、行政
においてはデータを政策立案に活かす手法（＝
ＥＢＰＭ）を用いて実効性の高い市民サービス
を提供していく。

◆ＩＣＴガバナンス推進のための人材とは
　「専門的人材の育成の推進」
とあるが、どのような人材像
を想定しているか。
　　　　　　 デジタル技術
の知識と柔軟な発想を持ち、
市民サービスの向上や業務の
効率化に対し積極的に取り組
む人材を想定している。

企画財政部長

企画財政部長

狭山市の自治体デジタルトランスフォーメーションの現状

計画の進捗状況を確認！

録画配信の
２次元コード

◆他市における園児送迎バス置き去り事故
　市では、どのような指導を行っているか。
こども支援部長 令和４年９月に、バス送迎に
関する国のマニュアルに基づいた総点検を依頼
し、私立幼稚園などに対して安全管理の徹底に
ついて直接注意喚起している。

◆増えているこどもへの食事支援
　近隣市のこども食堂の数と利用児童数は？
福祉部長 令和３年度実績では、本市が９団体、
入間市が12団体、所沢市が２団体、日高市が６
団体、飯能市が１団体であり、利用児童数では、
本市が1,073名、入間市が241名、所沢市が297
名、日高市が3,168名、飯能市が155名である。

◆貧困の状況：特に狭山市だけが減っている生
　活保護
　他市と比較してどうなっているのか。
　　　　 10年前に比べ他市は世帯数が増加し
保護率が高くなっている。本市は世帯数が減少
し保護率が低くなっている。
　これは、現在のトータルサポート室をはじめ
とした各種支援体制の充実を図ってきた結果で
あると考えている。

福祉部長

園児送迎バス置き去り事故防止対策／貧困の現状と対策
高橋ブラクソン久美子（市民派無所属）

狭
山
市
で
は

　
　

貧
し
い
人
が
減
っ
た
の
？

広山　清志（公明党） 
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一　般　質　問そこが聞きたい!!

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

その他のテーマ▶入間中跡地の公共広場管理 ▶入曽の公園の一人当たり面積 ▶学校を含む複合施設のイメ―ジ

録画配信の
２次元コード

大島　政教（はつらつ創造）
狭山のまちづくりの進行状況とこれからの方向は

①狭山市のまちづくりで進んでいるものは。
②さらなる努力が必要なまちづくりの取り組みは。
都市建設部長 ①地域の拠点形成では入曽駅周
辺整備事業により、駅前広場や橋上駅舎及び東
西自由通路などの整備、民間施設の誘導などを
実施し、駅周辺の安全性や利便性を高めるなど、
入曽地区のまちの活性化につなげられるよう事
業を進めている。土地利用の分野では、狭山工業
団地拡張地区基盤整備事業により、産業地を創
出し、３社の企業が進出した。
②地域の特性に応じたコンパクトな地域づくり
を目指すため、鉄道駅周辺の中枢拠点及び地域
拠点においては、拠点としての魅力向上を図り、
都市機能を維持、誘導し、市民生活の利便性向上
に資する取り組みを推進する。

　ビジネスサポートセンターを設置した要因と
成功例のうち行政に貢献のあった事例は。
環境経済部長 中小企業の売上高の向上に向け
た支援に力を入れていく必要があるとの考えに
より、販路拡大や新商品の開発などの支援に軸
足を置く狭山市ビジネスサポートセンター業務
を開始した。自社の販路拡大を目的として自動
車整備業者が立ち上げたキッチンカー協会がイ
ベントの魅力向上や集客力アップに貢献した事
例や、本人の経験を生かして制作したがん患者
用ケア帽子の販
売により市が取
り組むがん検診
の受診率向上が
期待される事例
などがある。

▶狭山台地区センターの業務委託
その他のテーマ▶ダイヤルイン電話の導入

キッチンカー

録画配信の
２次元コード

◆入曽地区子育て支援拠点施設に隣接した公共広場
①住宅街に隣接した広場といえば、児童公園など
をイメージするが、本事業で市が考えるものは。
②公共広場ではどのような利用を想定しているか。
　　　　　　　 ①本事業で整備する公共広場
は、関係法令に基づく公園ではなく、地域コミュ
ニティ形成に寄与する場や災害時における一時
集合場所として活用できる空間として整備する
ものとして、基本計画に位置づけたものである。
②保育所の運動会や児童館のイベント、マルシ
ェや祭りなどの地域のイベントでの利用、災害
時における一時集合場所としての活用を想定し
ている。

こども支援部長

◆入曽地域交流センター内カフェコーナーの将来
　空き店舗となっている状況だが、今後どのよ
うな展開が期待できるか。
　　　　 令和５年４月の営業開始に向け、現在
運営者の選定事務を進めている。以前に比べ施
設利用者の年齢層が拡大してきていることか
ら、幅広いニーズに対応できる事業者を選定し
たい。

市民部長

地域文化や憩いの場は人が集える場をつくり出すことから！

憩
い
の
場
と
し
て

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を

西塚　和音（はつらつ創造） 
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委 員
委 員

　千葉　良秋
　広山　清志
　田中　寿夫
　衣川千代子
　福田　　正
　西塚　和音
　三浦　和也
　内藤　光雄

　各委員会では、市政への提案・要望につなげていくよう、総務経済
委員会は、熊本県熊本市、福岡県嘉麻市・中間市、宮崎県延岡市へ、文
教厚生委員会は、埼玉県吉川市・戸田市へ、建設環境委員会は、徳島県
勝浦郡上勝町・阿南市へ、基地対策特別委員会は、自衛隊入間病院へ、
それぞれ行政視察を実施しました。

各委員会で行政視察を行いました
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次号の議会だよりは次号の議会だよりは
　　　　４月10日発行です　　　　４月10日発行です

表紙の写真

市議会の活動

自治会連合会との懇談会を開催

　11月４日（金）、狭山市自治会連合会の
皆さんと、正副議長・各委員会委員長など
が出席し、懇談会を開催しました。
　この懇談会は市議会と自治会連合会の
活動内容を報告し合い情報を共有し、地
域の課題や市民のニーズを知ることによ
り、お互いのこれからの活動の参考にす
ることを目的にしています。
　当日は自治会などの地域運営の参考事
例や市議会が行っている重点的な取り組
みなどについて、活発な意見交換が行わ
れました。

住みやすい地域づくりに向けて

議員研修会を開催

　１月13日（金）、聴覚障害者の会の大橋
さんと障がい者福祉課聴覚障害者相談員
を講師に、「手話を学ぶ」というテーマで
議員研修会を開催しました。
　参加した議員からは、「機会があれば、
教えていただいた自己紹介の手話をお見
せしたい」「手話についての理解がより深
まった」などの感想がありました。

土・日曜日、休日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せは議会事務局へ ☎ 04-2968-6572
　　　　　　　　　　 FAX  04-2955-2396 

３月定例会の予定３月定例会の予定
２月22日（水）　開会、施政方針、議案説明
　　24日（金）　議案説明
　　28日（火）　議案質疑（施政方針の質問を含む）
３月１日（水）　議案質疑
　　２日（木）～６日（月）　常任委員会
　　８日（水）～10日（金）　一般質問
　　17日（金）　委員長報告、採決、閉会

関東財務局へ要望書を提出
　12月20日（火）、市民生活の安全と生命財産
を守る立場から、議長と基地対策特別委員会
正副委員長が、財務
省 関 東 財 務 局 を 訪
れ、旧軍排水路に関
する要望書を提出し
ました。

関東財務局管財第２部長（右）に要望書を渡す
（左から）福田副委員長、綿貫委員長、太田議長

誰もが暮らしやすい社会にむけて
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